
以下は前田顧間の冬山レポー トです

26日 午前4時前にバスで大学出発。人

数は4人 減つて総勢21人 .

小荒島岳を過ぎてやつと雪山らしくな

りました。そこまでは根雪もとけてうつすらと

新雪がつもっているといつた状態でし

た。石楠花平には午前中に着きました。根雪が

固く整地作業も簡単,水に困るという

ことはありませんでした。   、

27日 晴,も ちが壁が大変でした。木

の根の間を埋めた古い雪が固く,その上に薄く

積もった新雪が気温が低いため踏んで

も固まらずといつた状態で,滑 りやすかつたか

らです。頂上の一等三角点の標石も初

めて見ました。それでも学生諸君はワンデリン

グの帰路にはシリセー ドを楽しんだり

していました。テント場に帰つて,例年なら雪

洞を掘つたリカマクラを作つたりする

ところですが,30cm程度の積雪ではそうもいか

義

前夜のリーダー会議の結論に従い,下

山です。途中OB(OG?)の 西村さん (と い

って節子さんではありません。33期 の

西村かおりさんです)に出会いました。勝原ス

キー場の銀嶺荘は改築するとかで休

業,ビールは勝原駅までお預けでした。

学生諸君は今日 (28日 )打ち上げ会を

やるそうです。 2回生がリーダー役を務めて雪

言1山行を計画するという話しがまとま

るといいと思うのですが。なお,銀嶺荘前での

反省会では,夏合宿の感想とともに40

周年についての感想も述べあっていました。

[目 的]春山の経験,雪山技術の修得
[山域]後立山連邦 唐松岳
[日程]3月 16日 から3泊 4日 予備3非常 1

[行程]

1日 目金沢==バス=ノ 方ヽ尾根スキー場 ―――ゴンドラリフトーー八方池山荘
―――八方池 (泊 )

2日 目雪上訓練(アイゼン,ピッケルワーク;ザイルワーク;滑落停止 ;耐風姿
勢)

偵察

,目目7じ
「場:三二賃勢宅薔ご二fttξ軽√望聖ゴンドラリフトーーー白馬山麓

[メンパー ]

AパーティL佐藤豪一郎 (工 3)SL(CL)竹 内利行 (工 3)笹田竜之
(文 2)
坂本一樹 (工 2)西脇幹男 (工 1)加藤菜就(工 1)
BパーティL林 司(理3)SL森田善文 (工 3)CSL田村賢司(工 3)
角谷 誠 (工 2)矢内佑― (工 2)杉村明慶 (教 1)

[連絡先]前川昌宏 (076)263-9172
得田馨理 (076)276-0077/(070)5633-4141

(前 田補足)第 2日 目の雪上訓練は,八方池の周辺ではあまり練習にならないと判
断される場合,「 下の樺」下部で行う可能性もあります



日程]3月 8,9日 1,自 2日 予備2非常 1

行 程]1日 目 金沢=(車)==八方尾根駐車場=(ゴンドラリフト)==八方池山荘
――八方池 (,白 )

ント設営後,雪上訓練 (アイゼン歩行,滑落停止,耐風姿
勢,ザイルワーク)

2日 目 八方池―――唐松岳――八方池― ―八方池山荘―――うさぎ平
===白 馬山麓
メンパー]L竹 内利行 (工学部Ⅲ)SL林 司(理学部Ⅲ)

生藤豪一郎 (工学部Ⅲ)森 田善文 (工学部Ⅲ)田 村賢司(工学

・1999年 2月 20日 (土)-21日 (日 )1泊 2日 非常 1

・雪山での基本技術の修得

オリーブ公園 ――――草壁港 ―――池田港 ――一 ふるさと村 (幕営 )

4日 目 ふるさと村 ―― 池田港 ――――土庄港 ====新 岡山港 岡山 ++++姫路
++++敦 賀 ++++金沢
[メ ンバー ]

L坂本一樹 (工 2)SL角谷 誠 (工 2)越前聡子 (文 2)井澤寿予 (理
1)田 中千恵 (医保 1)

谷上 望 (文 1)村松美樹
[連絡先]竹 内利行 (076)2423241
得田馨理 (076)27←0077/(070)5633-4141
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・1日 目角間 ===見上峠 (幕営)

2日 目幕営地 ――西尾平――白死山一――医王山 (戻る)

サブルート幕営地 一―西尾平 一―白死山 (戻る)

―――猪の谷――――草壁港 ――――池田港 一一 小豆島ら、るさと村(幕営)

3日 目ふるさと村キャンプ場 一―池田港 一一 岬の分教場&映画村 一――マル
キン記念館――――

eader矢内佑―(エ ー物化Ⅱ)

.Leader佐藤豪一郎(エ ー土建Ⅲ)

このほかに3回生2名 ,2回生3名 ,1回生7名

[行程 ]

1日 目金沢++++近 江塩津 ++++近 江今津 ++++北 小松 ―――げん気村 (幕営)

2日 目 げん気村 ――――ヤケ山 一一―釈迦岳 一一 比良ロッジーーーー八雲ケ原キャ
(幕営 )

日目八雲ケ原キャンプ場 ―――武奈ケ岳(往復)――一 比良ロッジーーーー大山口
イン谷口

[メンバー]

石川真心(法 2)SL志賀寛人(工 2)奥野岳志(工 1)杉村明慶 (

1)加藤菜就(工 1)

[連絡先]竹内利行 (076)242-3241
得田馨理 (076)276-0077/(070)5633-4141

Iず イ;il′ 尊■
'「[目 的]1,2年の親睦を深める

[山 域 ]Jヽ豆島
[日 程]3月 29日 から4月 1日 3泊 4日 予備 1

[行程 ]

¬日目 金沢++++長 浜 ++++米 原 ++++姫路 ++++相生 ++「十日生 ===日 生港
====大部港 ―――田■

'二

2日 目 田井浜キャンτ
渓 ――――星ケ城山 (往渓 ――――星ケ城山(往復)

一――猪の谷 ―― 草壁‖

Ⅲ )

■ |「 ′イ/ル ■

(理学部Ⅲ)矢内祐―(工 学部Ⅱ)

イ早[ヨ 4ζ理 076-276-0077/070-5633-4141
076-263-8353/090-2373-8365

春合宿本番は 3月 16日 ～19日 の 3,白 4日 予備3です

きました
るヽ間(多 分2月 12日 )の ことです

のリカバーです

に登つてみる

3月 30日 から4月 1日 2泊 3日 予備 1



|| 新トレ

1靭軌弱り聖識 ぉ:甲
生3回生は上回生らしい責任を

|[日 程]5月 22日 (土 ),23日 (日 )1拍 2日 フト常 1日

|[岩是]瓢 /22)金沢大学 ――――見上峠 ――――医王の里 (幕営 )

|1伊藤純司(平―物化 3)sL石川真心(法 3)加藤菜就(エー物化 2)

小倉 亮(法 2)谷 上 望(文一人間 2)岩 成俊策(文一人間 1)

秋葉裕崇(教一人間環境 1)日 野鋼貴 (文一人間 1)

Bハ~丁イ~

鱗孵勲7   擦蠣菫蹴ν
角谷 誠(エー土建 3)sL森田善文(エ ー機機4)
csL志賀寛人(エー土建2)矢 田部 桂 (理―物2)杉村明慶 (教一人環

2)

井澤寿予(理―物2)河 原一美(教―教養1)谷 村一成(エー人機
1)

山本資治(エー人機 1)
Dノ キーテイー
L坂本一樹 (エー土建3)sL佐藤豪一郎(エー土建3)cL矢内佑一

鼎瞥晨暑1義三套塞子)誓嚢撃省{受三契31)原 諭(経 1)

[連絡員]

市山裕司 264-4643   河村浩之 260-1283

展F清墨金沢市角
憚梢:織儡菫醤套雨晏鵬詔
atsuo MAEDA
aculty of Law Kanazawa University

1 192 Kakumamchi, Kanazawa

轟彎尚  鍼二
lAt \--71-

el:+81-76-264-5379 Fax:+81-76-264-5405

―-82-‐



(A)'99夏合宿第 2回 トレーニング山行 北アルプス野郎Party

[目 的]夏 合宿に向けて必要な体力,技術,精神力をつける。 (歩荷25kg)

[日 程]7月 3日 (土)～ 4日 (日 )1泊 2日 ブト常1日

[山域]白 山

[行程]1日 目(7/3)金沢大学 ==(車)==別 当出合 ―――甚之助ヒュッテ ーーー 南

竜 ケ馬場 (幕営)

2日 目(7/4)南竜 ― (展望コース)ニー室堂 ――― 御前峰 ――一大汝峰

――――― 」き堡匙 ――一――

黒ボコ岩 一――殿ケ池ヒュッテ別当出合 ==(車)==金

沢大学

☆サブルー ト 南竜 ―一―室堂 一一―御前峰 一――室堂 一― 甚之助 ―一―

別当出合

(雨で観光新道の歩行が困難となる可能性があるとき)

☆エスケープルー ト 南竜より砂防新道を下山

[メ ンバー]

坂本一樹 (エー土建 3)

L矢 田部 桂 (理―物 2)

角田幸久 (経-1)

日野鋼資 (文一人間 1)

sL矢内佑一 (エー物化 3)

西脇幹雄 (エー機機 2,医療)

西 大輔 (エー人機 1)

山本資治 (エー人機 1)

[連絡員 ]

石ヨリ||メモだ卜 (お晏3,  234-5319 ; 090-9764-7655)

角谷 誠 (エー土建 3;262-5879)

(B)'99夏合宿第2回 トレーニング山行  (南アルプス御来光Party)

[目 的]夏 合宿に向けての (個人の限界を超える)力 を身につける。

[日 程] 7月 3日 (土)～ 4日 (日 )1泊 2ロ リト常 1日

[行先]白 山

[行程 ]

1日 目(7/3)金沢駅 ==(バス)==別 当出合 ――――殿ケ池避難小屋 (泊 )

2日 目(7/4)殿ケ池 ―一―黒ボコ岩 ―――室堂 ―――御前峰 ―――室堂 ―一―甚之

助ヒュッテ ーーー

中飯場 ―― 別当出合 =(バス)==金沢駅

☆サブルー ト 室堂 ―一―御前峰 往復をカッ ト

☆エスケープルー ト 殿ケ池 ――一 黒ボコ岩 か ら砂防新道を下山

[メ ンバー ]

笹田竜之 (文―史 3)   sL伊 藤純司 (エー物化 3)

L加 藤菜就 (エー物化 2)   阿納真由美 (文一人間 2)

秋葉裕崇 (教一人間環境 1)三浦信行 (理―計 1)

小村ゆき (教一人間環境 1)深 山 (教一人間環境 2)

松本なゆた (理―地球)             |
[連絡員]

田村賢司 (エ ー人機 4)076-233-3946竹 内利行 (エ ー物化 4)070-5140-2230
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(C)'99夏 合宿第2回 トレーニング山行  (南アー志賀Party)

[目 的]雨 山行になれ、親 しむ。歩荷 男30kg,女 21kg

[日 程] 7月 10日 (土)～ H日 (日 )1泊 2ロ ブト常 1日

[行先]白 山

[行程 ]

1日 目(7/10)金沢駅 ==(バス)==別 当出合 ―――甚之助ヒュッテ ーーーー 南竜 ケ馬

場 (幕営)

2日 目(7/11)南竜 ―――室堂 ――― 御前峰 ―――室堂 ―――甚之助ヒュッテ ーーー

中飯場 ―――別当出合 =(バス)==金 沢駅

☆エスケープルー ト 南竜より砂防新道を下山

[メ ンバー ]

sL石川真心 (法 3) ノ志賀寛人 (エー土建 2)

L 奥野岳志 (エー土建 2)  杉村明慶 (教一人環 2

谷上 望 (文一人間 2) 石原 諭 (経 1)

吉森幸世 (文一人間 1)  加賀円将 (教一人環 1)

[連絡員]               ,
田村賢司 (エ ー人機 4)076-233-3946

佐藤豪一郎 (エー土建 4)076-235-3137

(D)'99夏合宿第 2回 トレーニング山行 (北アParty)

[目 的]夏 合宿に向けて歩荷力をつけ、パーテイの団結力と雨天強行突破耐久力を

つけ、

打たれ強くなり、天 (天気)を 憎んで人 (リ ーダー)を憎まずの精神を身につ

ける。

[日 程] 7月 10日 (土)～ H日 (日 ) 1泊 2日 フト常1日

[行先]白 山

[行程 ]

1日 目(7/10)金沢駅 ===別1当 出合 一―――甚之助ヒュッテ ーーー南竜 ケ馬場 (幕

営)

2日 目(7/11)南竜 一一―室堂 ―――一 御前峰 ――― 室堂 ―一―甚之助ヒュッテ ーーー

別当出合 ==金 沢駅

☆エスケープルー ト 南竜より砂防新道を下山

☆男25kg,女 17kgの 歩荷

[メ ンバー ]

L角 谷 誠 (エー土建 3) sL越 前聡子 (文一人間 3)

井澤寿予 (理-1勿 2)    清水健作 (理-4勿 2)

小倉 亮 (法 2)      福村岳代 (教―障害 1)

久原宗仁 (文―史 1)    谷村一成 (エー人機 1)

[連絡員]

田村賢司 (エ ー人機 4)076-233-3946

佐藤豪一郎 (エー土建 4)076-235-3137
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(A)'99夏合宿 北アルプス野郎Party

[目 的]長 期の山行により、北アルプスのすばらしさを体全体で味わう。

[日 程]8月 3日 (火)～ H日 (水)8泊 9日  予備3日 ブト常 1日

[山域]1ヒアルプス 鋼岳～槍ヶ岳

[行程 ]

1日 目(8/3)金沢駅 十+十十富山駅 ++十十立山駅 ====室堂 ―――雷鳥平 (幕営)

剣御前小屋 一― 別山 (往復

2日 目(8/4)雷鳥平 ―一 剣御前 一一前制 一一―鋼 (往復)

3日 目(8/5)雷鳥平 一一 一の越 ―一 雄山 一一 大汝山 (往復)一― 五色ケ原 (幕営)

4日 目(8/6)五色ケ原 ――越中沢岳 ―― スゴ乗越小屋 (幕営)

5日 目(8/7)ス ゴ乗越 ―一 薬師岳 ――一薬師峠 (幕営)

6日 目(8/8)薬師峠 ―一 黒部五郎分岐よリピーク往復 ―― 五郎平(幕営)

7日 目(8/9)五郎平 ―一 三俣分岐 ―一 三俣山荘 ―― 鷲羽岳(往復)一一三俣蓮

華岳                  、

一―双六岳 ―― 双六小屋 (幕営)

8日 目(8/10)双 六小屋 一― 樅沢岳 一― 槍岳山荘 (幕営)

9日 目(8/H)槍岳山荘 ―― 槍岳 (往復)一― 槍平小屋 一― 新穂高温泉

☆エスケープルー ト(1)雷鳥平 → 室堂

(2)五色ケ原 → 室堂

(3)薬師峠 → 折立

(4)双六小屋 → 新穂高温泉

[メ ンバー ]

L矢 内佑一 (エー物化 3)

矢田部 桂 (理―物 2)

角田幸久 (経-1)

日野鋼資 (文一人間 1)

sL坂本一樹 (エー土建 3)

西脇幹雄 (工二機機 2,医療)

西 大輔 (エー人機 1)

山本資治 (エー人機 1)

[連絡員]

竹内利行 (070-5636-0131)

森日ヨ甚争

'こ

 (235-4807; 090-9760-4347)

(B)'99夏合宿 南アルプス北岳～甲斐駒パーティ

[目 的]南 アルプスのきれいな景色を満喫する。

[日 程]8月 3日 (火)～ 10日 (火)6泊 7日  予備 1日 非常 1日

[行先]南 アルプス北岳～甲斐駒岳

[行程 ]

1日 目(8/3)金沢駅 ++十十糸魚川 ++十+松本 +++十 甲府 =(バス)==広 河原

2日 目(8/4)広河原 ―― 白根御池小屋 一-1ヒ岳肩ノ小屋 (幕営)

3日 目(8/5)肩ノ小屋 一-1ヒ岳 (往復)一― 両俣小屋 (幕営)

4日 目(8/6)両俣小屋 一― 野呂川越 ―― 高望池 ―― 仙丈 (幕営)

5日 日(8/7)仙 丈 ―― ノlヽ仙丈岳 ―-1ヒ沢長衛小屋 (幕営)

6日 目(8/8)北 沢長衛小屋 一― 甲斐駒ヶ岳 ―一 Jヒ 沢峠 ==(バ ス)==伊那北
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☆ ェスケープルー ト(1)広 河原 → 伊那

(2)北岳肩 ノ小屋 → 広河原

(3)両俣小屋 → Jヒ沢橋

(4)仙 丈小屋 → Jヒ沢峠

[メ ンバー ]

L伊 藤純司 (エー物化 3) sL笹 田竜之 (文―史 3)

加藤菜就 (エー物化 2)   阿納真弓 (文一人間 2)

秋葉裕崇 (教一人間環境 1) 三浦信行 (理―計 1)

小村由希 (教一人間環境 1) 深山貴裕 (エー土建 2)

[連絡員]

得田馨理 (医 ―保看 4)076-276-0077;070-5633-4141

竹内利行 (エ ー物化 4)070-5636-0131;076-242-3241

(C)'99夏 合宿 《南アルプス南下Party》

[目 的]南 アルプスの豊かな自然に触れ、よごれた心を浄化する。

[日 程]8月 1日 (日 )～ 8日 (日 )7泊 8日  予備3日 ブト常1日

[行 先]南 アルプス 甲斐駒ケ岳～塩見岳

[行程]

1日 目(8/1)金沢駅 十十+++甲府駅 ==(バス)==大樺沢出合 ==(バス)==北沢峠

(幕営)

2日 目(8/2)北沢峠 ―――甲斐駒ケ岳 (往復)

3日 目(8/3)北沢峠 一一月ヽ仙丈岳 一――仙丈小屋 (幕営)

4日 目(8/4)仙 丈小屋 一一 高望池 ―― 野呂川越 ―――両俣小屋 (幕営)

5日 日(8/5)両俣小屋 一-1ヒ岳 ―一 Jヒ岳山荘 (幕営)

6日 目(8/6)北岳山荘 ―――間ノ岳 ―一一三国平 ―一 熊ノ平小屋 (幕営)

7日 日(8/7)熊の平小屋 一一 Jヒ荒川岳 ―― 塩見岳 ―一 三伏峠 (幕営)

8日 日(8/8)三伏峠 ―― 塩川 ==(バス)==伊那大島駅 十1+十 金沢

☆ エスケープルー ト(1)イ山丈小屋 → 1ヒ沢峠

(2)北岳山荘 → 広河原

(3)熊の平小屋 → 大門沢小屋 (幕営)→ 奈良田

[メ ンバー ]

L 志賀寛人 (エー土建2) sL石 川真心 (法 3)

奥野岳志 (エー土建 2)   杉村明慶 (教一人環 2)

谷上 望 (文一人間 2)   石原 諭 (経 1)

吉森幸世 (文一人間 1)  加賀円将 (教一人環 1)

河原一美 (教-1)

[連絡員]

主  竹内利行 (エ ー物化 4)070-5636-0131;076-242-3241

副  得田馨理 (医 ―保看 4)076-276-0077;070-563卜4141
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〉 ―――

〉 (D)'99夏合宿 らのじParty in 北アルプス

〉 [目 的] 厳しくそして、華麗な自然を体験し、豊かな人間性を育む。

〉 [日 程]8月 6日 (金)～ 13日 (土)7泊 8日    予備3日  非常1日

〉 [行先] 北アルプス 薬師岳～槍ヶ岳

〉 [行程]

〉 1日 日(8/6)金 沢駅 十十十+富山駅 ==(バス)==折立 ―― 太郎平小屋 一― 薬師峠 (幕

〉営)

〉 2日 目(8/7)薬師峠 ―― 薬師岳 (往復)

〉 3日 目(8/8)薬 師峠 ―一 太郎平小屋 一― Jヒ ノ俣岳 ―一 中俣乗越 ―一 黒部五郎岳

〉  ―――

〉     黒部五郎小舎 (幕営)

〉 4日 目(8/9)黒部五郎小舎 ―一 三俣山荘

〉 5日 目(8/10)三俣山荘 ―一 鷲羽岳 ―― 水晶小屋 一一 水晶岳 (往復)

〉      一一三俣蓮華岳 一― 双六岳 ―― 双六小屋 (幕営)

〉 6日 目(8/11)双六小屋 一一 樅沢岳 ―一 千丈沢乗越 ―一 槍岳山荘 (幕営)

〉 7日 目(8/12)槍岳山荘 ―― 槍ヶ岳 (往復)

〉      一―槍平小屋 一― 白出小屋 一― 新穂高温泉 (幕営)

〉 8日 目(8/13)新穂高温泉 ===(高山 ?神岡 ?)++十++金沢駅

〉☆ エスケープルー ト (1)薬師峠 → 折立

〉          (2)黒 部五郎小舎 → 太郎平小屋→ 折立

〉          (3)双 六小屋 → 鏡平小屋 → わさび平小屋 → 新穂高温泉

〉          (4)槍 岳山荘 → 槍平小屋 → 白出小屋 → 新穂高温泉

〉 [メ ンバー]

〉    L越 前聡子 (文一人間 3) sL角 谷 誠 (エー土建 3)

〉      井澤寿予 (理―物 2)    清水健作 (理―物 2)

〉      小倉 亮 (法 2)     福村岳代 (教―障害 1)

〉      久原宗仁 (文―史 1)    谷村一成 (エー人機 1)

〉 [連絡員]

〉     得田馨理 (医 ―保看 4)076-276-0077;070-5633-4141

〉    竹内利行 (エ ー物化 4)070-5636-0131:076-242-3241
′

〉

〉前田達男

〉920-1192金沢市角間町 金沢大学法学部研究室

〉Tel:(076)264-5379(直 通) (076)264-5403(研 究室事務)

〉 Fax:(076)264-5405 (五肝多tE置層「 矛労)  (076)234-4067 (Itt11)

〉

〉Tatsuo MAEDA
〉「 aculty of Law Kanazawa Un i v e r s i t y

〉 920-1192 Kakumamchi,  Kanazawa

〉 Tel: +81-76-264-5379    Fax: +81-76-264-5405

-87-一



JL 國 秦斤 尾易  (´ 千0 平成 44年 (4999年 )6月23日  (水躍曰)

夏山開きを行つrl山.後方は北アルプス=23日 午前 9時 20分、北国新聞社ヘリ |あすなろJから

雪
至
間

に
１
‐り

ょ

つヽ

綿
り
≦
勤
Ｌ
Ｆ
ＩＩ
ノ

)=.:,1:1■ t
ll t  i )i
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ヽ
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二
十
三
日
の
石
川
県
内
は
、

極
壺
四
堅
″
南
下
し
た
た
め
、

晴
れ
間
が
広
が
り
、
午
前
九
時

の
気
温
は
金
沢
で
二
五

・
一
度

（平
年
≡
丁
六
度
）
、
管
島

で
壬

二
・
三
度

（同
二

一
・
四

黒
ぱ
こ
岩
付
近
な
ど
三
カ
所
に

雪
が
残

っ
て
い
る
と
い
う
。

室
堂
セ
ン
タ
ー
前
で
設
置
が

諄
繭
華

の
三
シ
ー
ズ
ン
に
わ
た

っ
て
利

用
さ
れ
る
。
食
事
提
供
は
で
き

な
い
が
、
湯
や
茶
の
有
料
提
供

は
従
来
通
り
続
け
る
一言
た
で
、

百
二
十
席
を
備
え
る
。

県
自
然
保
護
課
な
ど
は
、
自

華轟贅 仮設食堂準備進む

山開きを前 に、乾燥食品や コンロを選ぶ登山愛好

者  =23日 午前 10時40分 、金沢市内の登 山用品店

醸
し
出
し
た
。
自
山
観
光
板
基
（

に
よ
る
と
、
午
前
九
時
の
室
堂

セ
ン
タ
ー
の
室
温
は
平
年
並
み

の
八
度
．
白
山
の
雪
解
け
も
例

年
通
り
の
状
況
で
、
頂
上
付
近

に
は
山
肌
が
見
ら
れ
る
。
登
山

道
は
、
標
高
約
二
千
二
百
解
の

室
堂
セ
ン
タ
ー
改
修
の
た
め
設
置
さ
れ

た
仮
設
食
堂

（手
前
）
＝
２３
日
午
前
９

時
２０
分
、
北
國
新
聞
社
ヘ
リ

「あ
す
な

ろ
」
か
ら

登
山
者
が
多
い
白
山
で
の
食
事

　

金
沢
市
の
コ
ー
ジ
ツ
新
神
田
店

下
の
軽
量
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
取
り
扱

提
供
が
今
シ
ー
ズ
ン
か
ら
な
く
な

は
、
夏
山
登
山
用
の
コ
ー
ナ
ー
に
　
い
を
増
や
し
た
。
同
市
の
モ
ン
ペ

る
こ
と
か
ら
、
石
川
県
内
の
登
山

昨
年
よ
り
三
割
ほ
ど
多
い
乾
燥
食

ル
ク
ラ
ブ
金
沢
店
は
、
携
帯
食
品

用
品
店
で
は
乾
燥
食
品
や
携
帯

コ
　
ロ釈
科
百
品
目
を
並
べ
た
。
湯
や
水
・
に
登
山
愛
好
者
の
関
心
が
集
ま
る

ン
ロ
の
売
り
上
げ
増
加
に
期
待
が

を
入
れ
る
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
自

と
見
込
ん
で
、
今
星
卜
旬
に
試
食

携
帯
食
品
な
ど
取
り
扱
い
拡
充
胴
誕

広
が

っ
て
い
る
。
取
り
扱
い
商
品

米
や
、
ナ
ス
の
漬
物
、
親
子
丼
な

〈
ム
を
開
き
、
自

米
を
は
じ
め
、

の
拡
充
や
試
食
会
を
計
画
す
る
な

ど
が
売
れ
筋
に
な
る
と
み
て
い

牛
ど
ん
や
雑

炊
、
ピ
ラ
フ
な
ど

ど
各
店
と
も
夏
山
開
き
を
控
え
、
　

る
。
コ
ン
ロ
も
五
千
円
か
ら

一
万

幅
広
い
品
ぞ

ろ
え
を
強
調
す
る
。

登
山
者
の
取
り
込
み
に
動
き
出
し

円
前
後

の
品
約

二
十
紙
を
用
意

各
店
と
も
七
月
が
ピ
ー
ク
と
み
て

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
、
特
に
携
帯
に
便
利
な
百
“
以

い
る
。

週
末
に
マ
イ
カ
ー
規
制

石
川
県
白
山
自
動
車
利
用
通

正
化
連
絡
協
議
会
は
二
十
三
日

ま
で
に
、
自
然
保
護
と
交
通
混

雑
緩
和
を
目
的
に
、
自
山
の
夏

山
登
山
ピ
ー
ク
時
の
週
末
マ
イ

カ
ー
利
用
規
制
を
今
年
も
実
施

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

規
制
区
間
は
、
主
要
地
方
道

白
山
公
園
線
の
白
峰
村
市
ノ
瀬

―
別
当
出
合
登
山
日
間
六

・
二

よ
で
、
期
間
は
七
月
二
十
二
日

か
ら
八
月

二
十

二
日
ま

で
の
毎

週
金
曜
午
後
八
時
か
ら

日
曜

正

午
ま

で
。
七
月
十
六

日
か
ら

二

十
日
、
十
月
八
日
か
ら
十

一
日

の
間
も
規
制
さ
れ

る
。

期
間
中
は
、
市

ノ
瀬
―
別
当

出
合
間
で
路
線
バ

ス
が
午
前
五

時
か
ら
午
後

五
時
ま

で
ビ
ス
ト

ン
運
行
さ
れ
る
。
片
道
料
金
は

大
人
四
百
円
、
子
供

二
百
円
と

な

っ
て
い
る
。

る
チ
ラ
シ
を
配
布
し
た
り
、
岐

阜
、
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